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時下、貴職におかれましては、ますます御清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、本校では、「多様な他者との交流を生かした協働的な学びの充実」を図り、自らの考えを広げたり深めた

りしながら、主体的に学び続ける学習者の育成を目指した研究・実践を行っております。 

つきましては、下記により、これまでの研究・実践の一端を公開いたしますので、関係職員の皆様の御出席を

いただき、研究について御意見等を賜りますよう御案内申し上げます。 
 

記 

 

１ 主  催   鹿児島市教育委員会 

         鹿児島市立吉田南中学校 

 

２ 共  催   鹿児島県教育委員会 

 

３ 期  日   令和８年 10月 16日(金) 
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５ 全体論執筆者から（教諭 加治屋 将平） 

 これまで本校では、資質・能力を身に付けることを目指し、「協働的な学びの充実に向けた土台作り」
と県総合教育センターの「『協働的な学びの視点』を取り入れた授業デザイン」に注目して、生徒が多様
な他者と交流しながら主体的に学ぶことができるよう研究・実践してまいりました。 
生徒が未来の創り手に必要な資質・能力を身に付けるためには、どのような学びのデザインや教師の手
立てが必要なのか、実践的な視点から本校職員を含め、皆さんで気軽に話してみませんか。 

殿 

        

～多様な他者との交流を生かした協働的な学びの充実～ 

9:10  a9:40       a10:10 a 10:30  a10:45          a11:35  a11:50          a12:50         a 14:20   a 14:50 

〔研究主題〕 



６ 公開授業 

教 科 

領 域 
授業学級 

単  元  （  題  材  ）  
授 業 者 

共同研究者  

（県総合教育センター） 

指導助言者  

（鹿児島市教育委員会） 授  業  の  ポ  イ  ン  ト（見所）  

社 会 ３年２組 

地方自治と私たち  

木場 光伸 
教科教育研修課 

研 究 主 事 

宮ヶ谷  雄二 

学 校 教 育 課 

指 導 主 事 

佐 々 木  豊 
・  考えを練り上げる場面の設定  

・  地域人材との対話による協働的な学び  

数  学 ３年１組 

標本調査  

椛山 金太郎 
教科教育研修課 

研 究 主 事 

追 立  直 也 

学 校 教 育 課 

指 導 主 事 

中 原  義 秀 

・  課題を焦点化しておくための予習型学習  

・  数学的な見方・考え方を働かせた協働的

な場面の設定  

外 国 語 ２年２組 

Uni t  5  What  des ign is  good for  everyone?  

藤井 由賀 

教科教育研修課 

研 究 主 事 

山 内  誠 

学 校 教 育 課 

指 導 主 事 

内 谷  貴 彦 
・  ジグソー会議による納得解の構築  

・  伝えたい思いを吟味する協働的な推敲  
      

特別支援 

教  育  

知的障害 

特別支援学級 

自立活動（みんなでゲームを楽しもう！） 
瀬下 華子 
東村 史代 

特別支援教育研修課 

研 究 主 事 

有 馬  美 和 

学 校 教 育 課 

指 導 主 事 

渋 谷  洋 介 
・  自己の課題把握や課題克服への取組  

・  自立活動の個別の指導計画に基づいた指導  

 ※ 授業場所及び分科会会場は、当日お知らせします。特別支援教育の授業は、実践授業として行います。午
後は授業に関する協議等を行う予定です。 

 

７ 講師紹介 

講 師 鹿児島大学 教師教育開発センター教員養成支援部門【教職支援室】 

 

特任教授  迫田 孝志 氏 

 
 ※ 講演は事前に録画した動画を配信いたします。申し込みいただいた方には後日、メールで講演の視聴につ
いてお知らせいたします。 

 
８ 参加申込み 

⑴ 申込方法   

次の URL（https://forms.gle/MUGYrXKkc1aSBJ1n8）、または右の二次元コードから

申込フォームを開き、必要事項を入力の上、お申し込みください。 

なお、教室の収容人数（広さ）によって参加人数を制限させていただくこともあり

ますので御了承ください。その際は、申込み受付順に参加決定となります。参加の可

否につきましては、登録いただいたメールアドレス等にお知らせいたします。                   

⑵ 申込受付期間 

令和８年９月 18日（金）10：00から令和８年 10月２日（金）16：30まで  

⑶ 参加費   

2,000円（当日、受付にてお支払いください。） 
 
９ そ の 他   
⑴ 公開授業指導案は10月９日（金）に本校ＨＰに掲載しますので、事前にダウンロードして当日御持参く
ださい。なお、特別支援教育につきましては、当日配布いたします。 
⑵ 生徒の授業の様子や活動の様子の撮影は、固く禁止いたします。 
⑶ 上履きと、外履きを入れる袋等を御持参ください。 
⑷ 当日の昼食は、各自で御準備ください。 
⑸ 水分補給のための飲み物は、必要に応じて各自御準備ください。 
⑹ 天候等によって、計画を変更する場合があります。詳細は本校HPに掲載しますので、御確認ください。 

 ⑺ 駐車場は本校校庭を御利用ください。 
 
10 問合せ先 
〒891－1304 鹿児島市本名町 565番地 鹿児島市立吉田南中学校 
TEL：099－294－2051  FAX：099－294－3310  E-mail：c02-yoshimi@keinet.com 
担当：教頭 尾家 一徳 

 
＜申込フォーム＞ 

mailto:c02-yoshimi@keinet.com

